
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

放課後児童対策パッケージ 2026 は右記二次元 

コードよりダウンロードお願いします。 

pdf 版の方はクリックでご確認ください。 

 

 

 

 

 
これは、小学校で普段使っている低学年の教室を、授業

終了後学童保育として使うということです。単純に考えて、

その教室を使う子どもはものを置けなくなります。学校に

通っている子どもは、机の中やロッカーの中にあるものを

毎日すべて持ち帰るということです。学童保育の子どもは、

その日使うものを持ち込み、閉所前にはすべて持ち出すと

いうことです。子どもの生活の継続性はありませんし、自

由度も下がります。 

これでは、その場しのぎの対処法であり、継続した生活

の場とは言えません。こちらも、子どもの権利侵害とも言

えます。 

 

 

 

 

市町村が、ニーズを把握することは必要であり、重要な

ことですが、前提が「待機児童対策」であり、解消するた

めには定員に余裕のある他学区の学童保育に入所するこ

とをすすめるというものです。 

遠方の学童保育に待機する事になった子どもだけが行

くということは、保護者としては学童保育に預けることが

できるという安心感になりますが、子どもにとっては友だ

ち関係や地域関係を無視したものであること等、課題が多

いものです。 

 

 

 

 

こちらの前文には、「『第三期市町村子ども・子育て支

援事業計画における「量の見込み」の算出等の考え方』（第

三期手引き）※１を周知しており、市町村において必要な量

を適切に見込んだ上で、計画的に確保するよう促したとこ

ろであり、」とあります。「放課後児童対策パッケージ

2025」で「･･･促す」という計画をたてており、実現でき

たことがわかる。中間見直しが実態に即し、しっかりでき

るように、市町村に働きかける根拠になる文章です。 

 このように、「放課後児童対策パッケージ 2026」は、

ますます待機児童を安易に早期に解決することを計画と

しています。子どもの権利が保障される計画になるよう、

国や自治体に働きかける必要があることを念頭に、活用し

ていきましょう。 

 

 

 

 

 

1 月 6 日より、あいち学童保育研究集会の参加申し込み

が開始されています。 

分科会は先着順で、定員に達し次第受付を終了いたしま

す。参加をご検討中の方は、お早めにお申し込みください。 

なお、オンライン分科会については定員が迫っておりま

す。参加を希望される場合は、できる限り早めのお申し込

みをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、現地参加の方は、上履きをお忘れなくご持参くだ
さいますようお願いいたします。 
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あいちの学童保育 

「放課後児童対策パッケージ 2026」を 

読み解く加筆編 

「放課後児童対策パッケージ 2025」

から加筆された項目から、国の考え方

を読み解いてみたいと思います。 

1.（1）1） 

･･･途中略･･･ 

中長期的な視点に立つと、新たな施設整備は維持す

ることへの負担が想定される 

1.（1）３） 

･･･途中略･･･ 

こうした取組を着実に実施できるよう、地方自治体

における、こども・子育て家庭の放課後児童クラブ

へのニーズの適確な把握を推進する 

３，（２） 

･･･途中略･･･ 

引き続き、情報提供を実施し、市町村において、実

態に即した適切な中間見直しが行われるように促す 

※１『第三期市町村子ども・子育て支援事業計画

における「量の見込み」の算出等の考え方』は左

記二次元コードよりダウンロードお願いします。

学童保育関係は P22～掲載されています。pdf

版の方はクリックでご確認ください。 

左記の二次元コードよりお申

込みが可能です！分科会一覧

は、チラシをごらんください。

pdf 版の方は二次元コードを

クリックしてください。 

申込締切 2026 年 2 月 13 日（金）まで 
振込完了 2026 年 2 月 16 日（月）まで 
※キャンセルの対応は、2 月 13 日までとさせていた
だきます。 

「Zoom」ではバーチャル背景を

設定できます。みんなで同じ背景

にすると、研究集会へのワクワク

感も高まりそうですね。壁紙は右

の二次元コード、または画像から

ダウンロードできます。 

お忘れなく♪ 

必見！！ 

第 42 回あいち学童保育研究集会 

http://gakudou.me/
http://gakudou.me/
https://gakudou.sub.jp/kenrenpdf/2025/package2026-monka.pdf
https://gakudou.sub.jp/kenrenpdf/2025/3th-shienzigyoukeikaku-ryounomikomi-1.pdf
https://forms.gle/B5iYqF2CEM2ngXut6
http://gakudouhoiku.sub.jp/pdf/42th/42poster.pdf
http://gakudouhoiku.sub.jp/img/2026/42th-zoom.png
http://gakudouhoiku.sub.jp/img/2026/42th-zoom.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】2026 年 6 月 21 日（日）10 時～16 時 

    全体会：10 時～11 時 45 分  

講座：13 時～16 時（17 講座） 

【会場】ピアザ淡海（滋賀県大津市におの浜 1-1-20） 

【交通】JR 膳所駅から徒歩 15 分または京阪電車石場駅 

から徒歩 5 分 

今回は、例年とは違い、日程が６月第３日曜日となって

いますので、お気をつけください。 

 申し込みは、4 月以降となります。まずは、スケジュー

ルの確保とアナウンスをお願いします。 

 

 

 

愛知県内のみなさま、【防災あいちの学童】LINE オープ

ンチャットへの登録をお願いいたします。 

災害時には、この場を“県内の学童保育所同士がつなが

り合う大切な情報共有スペース”として活用できるよう、

準備を進めています。 

そのためにも、まずは一つでも多くの地域の学童保育所

に参加していただくことが欠かせません。 

地域の代表の方に限らず、県内のさまざまな地域の学童

保育所からご登録いただけますので、どうかお早めにご参

加ください。      （えがおプロジェクトメンバー） 

 

愛知県学童保育連絡協議会

では、災害時の迅速な情報共

有と安否確認を目的に、LINE

オープンチャット「【防災】あ

いちの学童」を開設しました。 

地震だけでなく、大雨・洪

水・台風など日常的に起こり

うる災害にも対応し、地域か

らの報告を通じて県内全体の

状況を把握・共有する仕組み

づくりを進めています。 

 

＜オープンチャット開設の背景と目的＞ 

•大規模災害時の情報センター機能の構築 

地域の学童保育施設が被災した際、現場からの報告をも

とに、県連協が安否確認や支援調整を行える体制を目指し

ています。 

 

•日常的な災害への備え 

大雨や洪水など、頻発する自然災害に対しても、地域の

状況を共有することで、連携と支援の基盤を育てていきま

す。 

•「いつもの場所」を守るために 

学童保育が早期に再開されることは、保護者の生活再建

や子どもたちの心理的安心感は非常に重要です。そのため

にも、情報の連携と共有が欠かせません。 

＜参加方法＞ 

LINE オープンチャット「【防災】あいちの

学童」にご参加ください。 

左記 QR コードを LINE のできる 

端末で読み取り、登録をお願いします。 

 

 

 

 

2025 年 10 月号 P32～ 

「砂漠に緑の風を吹かそう」 

 

 

コマやけん玉、カンポックリに熱中する子どもの姿を見

た保護者に、「今は令和だよ？」とツッコミを入れられるこ

とがしばしばあります。もちろん、いい意味で、です。そ

れを聞くと、私は嬉しい気持ちになります。めまぐるしく

変化する時代に流されることなく、「大事なものが学童保

育には変わらずにある」ということを確かめられるからで

す。伝承遊びだけでなく、保護者会活動もそんな「大事な

もの」のひとつだと私は感じています。お金でなんでも買

えてしまう消費社会の現代では、時間と労力を費やすこと

は敬遠されがちです。 

でも、子どもを真ん中にして保護者と協働（共同）する

ことが、なんだか心地良いのです。会議や行事を重ねるな

かで信頼関係ができ、同じ目的に向かって互いにつながっ

ているという安心感がそこにはあります。単にサービスを

授受するだけの間柄だったら、きっとそんなことはないで

しょう。 

今回、紹介する記事はそんな自分の気持ちを見つめ直す

きっかけになりました。保護者会活動に悩んでいる方、不

安に思う新入所の方にも、ぜひ一度読んでもらいたい記事

です。 

（名古屋市・学童保育指導員 中澤） 

 

 

 

 

 

 

ほいく誌コラム 

【防災あいちの学童】再掲載 

LINE オープンチャット登録のお願い 

第５１回全国学童保育指導員学校 

西日本滋賀会場のお知らせ 

 

https://www.facebook.com/AichiGakudouHoiku
https://line.me/ti/g2/BIX4gCB74tFCiAmoz9nEIUusPzAEVYbkrXj9CA?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default
https://twitter.com/aichigakudou
https://instagram.com/aichigakudouhoiku?r=nametag
https://gakudou.sub.jp/kenrenpdf/2025/bousai-aichi.pdf
https://line.me/ti/g2/wgdQbiAWglJzRmPPudqPYE3NI_HsNQb3zf7u4w?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default

